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1. はじめに
　本研究では、青森・岩手・秋田の北東北三県を視野に、
越境産業政策の在り方を探り、具体的提言を行うこと
を最終目的とする。本稿においては、2006 年 7 月に
設置された「三圏域連携懇談会」（後述）地域におけ
る産業の現状と課題を明らかにし、産業振興の方向性
を提言することを目的としている。当面、観光振興施
策に限定して考察し、提言を行う。
　観光産業は、1 次産業における資源利用、土産物製
造などの 2 次産業、運輸・交通などのサービス産業（3
次産業）の複合（6 次産業）という意義を有するから
である。
　以下では、当該地域の近年の観光の状況を叙述し、
それぞれの地域における担当者等からのヒアリングや
視察から得られた知見等を踏まえ、観光に係る課題を
示し、提言を行う。
　なお、3 市の概況は以下のとおりである。
2. 青森県八戸市の近年の観光への取組
(1) 近年の観光入込客数の状況
　八戸市においては、2002 年 12 月の東北新幹線八
戸駅開業により大都市圏とのアクセスが容易になった
ことを契機として、各種イベントやコンベンションの
開催、PR 媒体（パンフレットや首都圏等での PR 活動）
の増加などの観光振興施策を積極的に展開してきた。
これにより八戸市における観光入込客数は、2002 年
度と 2013 年度（各年版青森県観光入込客統計）を比
べると 1.78 倍に伸びている（図表 2）
(2) 八戸市の観光資源
　八戸市の観光資源は以下のとおりである。
2004 年、八戸三社大祭が国重要無形民俗文化財に
指定され、2009 年には合掌土偶が国宝に指定され
た。2012 年開催の第 7 回 B － 1 グランプリ（北九州
市開催）にて八戸せんべい汁研究所が金賞を受賞し、
2013 年 5 月に種差海岸が三陸復興国立公園に指定さ
れた。
　また 2004 年からは、館鼻岸壁の朝市が始まった。
八戸の海産物、野菜、果物、惣菜、花木などが販売され、
愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要 2015 27
北東北の産業振興に係る調査研究
－三圏域連携地域を中心とした観光施策に係る提言 –
A Case Study of Industrial Development Possibilities by North Tohoku Area
Especially of Sightseeing view point around Hachinohe-city area
　本研究においては、北東北 3 県（青森県・岩手県・秋田県）の越境地域における産業振興について提言することを最終的な
目的としている。本稿では、青森県八戸市を中心とし、経済活動（商圏）の範囲内である岩手県久慈市および二戸市を調査対
象地域として、広域的な観光を通じた当該地域における観光振興のあり方について提言する。
丹羽 浩正 ( 八戸学院大学 )
Hiromasa NIWA(HACHINOHE GAKUIN UNIVERSITY)
田中 哲 ( 八戸学院大学 )
Akira TANAKA(HACHINOHE GAKUIN UNIVERSITY)
田村 正文 ( 八戸学院大学 )
　Masafumi TAMURA(HACHINOHE GAKUIN UNIVERSITY)
要旨 :
観光、地域資源、観光振興、地方交通
図表 1  3 市の概況 
図表 2  八戸市の観光入込客数の推移
出典：各年版青森県観光入込客統計（青森県観光国際戦略局）
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ラーメン、うどん、コーヒーなどが楽しめる。また、「は
ちのへあさぐる」は、予約をすれば、朝市を楽しんだ
後、朝風呂に入ることができ、タクシーでホテルに帰
ることができるという旅行商品である。
　是川遺跡においては、世界文化遺産の暫定リストで
ある ｢北海道・北東北を中心とした縄文遺跡群｣ の中
の一つとして名を連ねており、登録が期待されている。
国の天然記念物・蕪島（1922 年指定）、国史跡・根
城（1941 年指定）、国宝・赤糸威鎧、白糸威褄鎧（1953
年指定）なども有している他、八戸市埋蔵文化財セン
ターにおいて管理されている是川遺跡出土品のうち
963 点が国重要文化財に指定（1962 年 633 点指定後、
2011 年に 330 点が追加指定）されている。
　また八戸市は、B-1 グランプリ発祥の地であり、「食」
に注目した観光資源開発が盛んである。中心市街地に
ある「みろく横丁」という名称の屋台村は、視察客も
多く、全国の注目をあびている。震災復興に関連して、
屋台村のビジネスモデルを被災地に移出している。
(3) 八戸市観光の課題
　第一に、新幹線北海道延伸を契機として、上記の観
光資源のブラッシュアップによる魅力を向上させ、対
外的にアピールすること、第二に観光ブランド力の強
化、第三に、インバウンド対応も含め、官のみならず、
市民レベルでも「おもてなし力」を強化することであ
る（八戸市 [2015]）。
3. 岩手県久慈市の近年の観光への取組
(1) 近年の観光入込客数の状況
　2013年4月から9月までNHKの連続テレビ小説「あ
まちゃん」が放映されるにあたり、久慈市がロケ地と
して中心的な役割を担った。放映期間中およびその後
においても「あまちゃん」が当市の観光に与えた影響
は非常に大きい。そこで、ここでは、2014 年 12 月
に行った当市でのヒアリングおよび観光施設の視察に
よって得られた知見を基に、久慈市の観光についての
現状を述べる。
　久慈市は、2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大
震災により、大きな被害を受けた。その後、NHK の
連続テレビ小説「あまちゃん」の放映により、一躍全
国的な注目を集めた。これは、久慈市における観光入
込客数の推移に表れている（図表 3-1 参照）。
　「あまちゃん」による観光客の増加は、久慈市内の
観光施設の入場者数でも窺い知ることができる（図表
3-2）。とりわけ、「あまちゃん」が放映された 2013
年は、多くの観光施設で前年比で、入場者数が増加し
た。
　なかでも、「小袖海女センター」、「やませ土風館」、「久
慈琥珀博物館」の入場者数の増加が大きい。「小袖海
女センター」にあっては、2012 年度と比して 2013
年度は対前年比で 3,500％の増加である。これは、小
袖海女センターが「あまちゃん」の撮影の際に中心的
な地点であったことに起因する。「あまちゃん」の撮
影地（ロケ地）に対する観光客のニーズは高い。
　小袖海岸では、先に見たように対前年比で入込客数
の増加が見られた。そのため、週末や多客期を中心に
マイカー規制を実施している（2014 年度現在）。こ
れは、駐車場のキャパシティに加えて、久慈市内から
小袖海岸までのアクセスにおいて車線の減少、急カー
ブといったボトルネック（隘路）の部分があり、多客
期には交通渋滞などが発生していることが大きな要因
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出典：久慈市統計書及び久慈市資料を基に作成
※ 2014 年は 4 月〜 10 月の値
出典：久慈市資料をもとに作成　
※ 2014 年は 4 月〜 10 月の値
図表 3-1  久慈市の観光入込客数の推移
図表 3-2  久慈市観光施設の入場者数の変化
である。
　現在では、そのボトルネック解消を目的として、小
袖海岸までの県道の拡幅工事が行われ、2015 年より
アクセスの改善がなされている。
 (2) 久慈市の観光資源
　久慈市は、「あまちゃん」で全国的な脚光を集めた
といっても過言ではない。しかし、それ以前にも当該
地域では、三陸海岸の海産物などが豊富であった。こ
の三陸海岸を活用し、現在では「三陸ジオパーク」の
一部になっている。このことから、ジオパークのガイ
ドの養成が緊急雇用対策事業等により行われている。
久慈市は、三陸ジオパークに見られる自然資源に加え
て、「あまちゃん」のロケ地としての人工資源とを組
み合わせた観光施策を打ち出している。また、久慈琥
珀と称する琥珀などからも分かるように、化石の産出
も多いことから、各地の大学や研究機関からも発掘調
査等を受け入れている。
　さらには、女性の目線での観光ガイド冊子「こと
りっぷ」（昭文社との連携により作成）の刊行を通じて、
より多くの女性の観光客にもターゲットを定めつつあ
る。また、花巻空港への台湾からのチャーター便就航
等に伴い、平成 26 年度では 200 〜 300 人程度のイ
ンバウンド（含む海外）がみられた。同時に、「あまちゃ
ん」による派生的効果として、様々な都市からの視察
旅行を受け入れている。
(3) 久慈市観光の課題
　久慈市には上述の観光需要は存在するが、様々な課
題も同時に存在している。特に、三陸ジオパークの知
名度が今一つ高くないことに加えて観光ガイドなどの
マンパワーが絶対的に不足している。ガイドの養成は、
現在、久慈市でも緊急雇用対策事業として行われてい
る。さらには、わが国と海外との商慣習の相違である
が、わが国の宿泊施設（ホテル）は、基本的にシング
ルルームが主体である。そのため、海外からの観光客
あるいは海外の旅行代理店からのシングルルームに対
する受けが良くないといった、宿泊施設のハード面で
の問題を抱えている。
　久慈市までの交通アクセスについては、JR 八戸線
（八戸〜久慈）、三陸鉄道（久慈〜宮古）の鉄道はある
ものの、南北間での方向であり、さらには運行本数必
ずしも多くはない。そのため、東西のアクセスは道路
交通が中心とならざるを得ない。このことから、東北
新幹線に代表されるような大都市に直結しているよう
なマストランジットとの連携は必ずしも良くはなく、
様々な交通機関や周辺地域と連携した広域的な観光
ルートの確立が必要である。
4. 岩手県二戸市の近年の観光への取組
(1) 近年の観光入込客数の推移
　近年、観光入込客数は減少傾向にある。2009 年
度に約 643,000 人であったが、2014 年度には約
450,000 人と、30％の減少となっている。
(2) 二戸市の観光資源
　二戸市には魅力的な観光資源がある。今回の二戸市
における調査・研究活動を通して、本節においては観
光資源について説明する。
①日本を代表する漆器の塗料となる国産漆の一大産
　地【クールジャパン・浄法寺漆】
②戦国時代の歴史ドラマが息づく九戸城【不敗の戦
　国武将・九戸政実】
③幸運を運び人を幸せにする温泉の里金田一温泉【座
　敷わらしの宿・緑風荘】
　①においては、二戸の代表的な資源に「漆」があ
る。漆の英語表記は japan である。名実ともに漆は日
本を代表する資源であり、二戸市はその一大産地なの
である。しかしながら、現在国内で流通している漆の
約 98% が輸入された漆で、国産の漆は約 2% にすぎ
ず、国産漆の約 60% が二戸市の浄法寺地区で生産さ
れていることは一般的に知られていない。日本では漆
を 9000 年前から使われていたといわれている。漆は
ウルシ科のウルシの木から掻取した樹液が原料で、樹
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出典：岩手県資料
図表 4 二戸市の観光入込客数の推移
液を塗料として活用しているのは東アジアと東南アジ
ア地域に限定され、固有のものである。浄法寺地区で
昭和 50 年代に入ってからウルシの木の大規模な植栽
を行った結果、国内最大の産地となったが、特に浄法
寺漆は良質な漆として高い評価を得ており、日本の国
宝や文化財等の保護に漆は必要不可欠であり重要な役
割を果たしてきた。2005 年 3 月 27 日に二戸の「浄
法寺漆林」はウルシの森として文化庁「ふるさと文化
財の森」第一号に設定されている。
　浄法寺地区には東北最古の古刹「天台寺」あり、漆
と深い関係がある。奈良時代 728（神亀五）年開山
の八葉山天台寺は浄法寺漆の発祥の地と言われてい
る。それは天台寺の僧たちが自ら作った什器をやがて
参拝者に供するようになり、漆器とともに塗りの技術
も庶民に広がったといわれている。また、天台寺は聖
武天皇の勅命を受けた行基が開山したと伝えられてい
るが、昭和 62 年に瀬戸内寂聴師が晋山し平成 17 年
まで住職として勤めていたことで全国的に知られてい
る。
　浄法寺漆の最大の特徴は、漆の原料（樹液）から完
成品までの一貫したプロセスができるのは浄法寺の地
しかないことである。六次産業化の一層の拡大が期待
できる。
　次に②については、1591（天正 19）年南部藩の世
継ぎ騒動に端を発した「九戸の乱」に対し、豊臣秀吉
は、九戸征伐と称して全国に出勤命令を出し豊臣秀次
を総大将に徳川家康、伊達政宗、石田三成、上杉景勝、
蒲生氏郷、井伊直政、浅野長政、佐竹義重など錚々た
る武将による奥州再仕置（九戸征伐）の戦であった。
豊臣軍 6 万に対し、九戸軍は 5 千の兵で九戸城に立
て籠もり、豊臣軍は九戸城を攻め落とすことができず
最終的には調略で終決させたのである。戦国時代を検
証する意味でもこの希有の戦を一層周知することによ
り、歴史への関心の高まりに期待したい。なお、九戸
政実を描いた小説も出版されており、渡辺喜恵子著『南
部九戸落城』(1989 年 )、高橋克彦著『天を衝く』(2001
年 )、安部龍太郎著『冬を待つ城』(2014 年 ) がある。
ちなみに作者 3 人とも直木賞受賞作家である。
　そして、最後に③についてであるが、二戸市内には
数多くの温泉地があるが、その中でも金田一温泉は魅
力的である。金田一温泉は、1626（寛永３）年に発
見されたと伝えられ、古くは南部藩の指定湯治場でも
あった。このように永い歴史を持つ金田一温泉には
12 の源泉から成る温泉郷を形成している。この温泉
郷は「座敷わらし」の里として全国的に知られ、金田
一温泉の中にある緑風荘が座敷わらしが棲む旅館とし
て有名である。そもそも座敷わらしとは遠い昔に夭逝
した子供の霊が守り神になったともいわれ、その子の
名前を亀麿（かめまろ）と呼ぶが、この座敷わらしに
出会った人は幸運に恵まれるとの言い伝えが全国的に
広がったのである。築 300 年の南部曲がり屋の母屋
に槐（えんじゅ）の間があり、そこに座敷わらしが棲
みついているといわれ、実業界の経営者や政治家、作
家など多くの著名人が槐の間に宿泊しており、3 年先
まで予約が埋まるのほどの盛況ぶりであった。2009
年の火災で全焼してしまい、再建には多額の費用を要
することから再建が難しいと思われていた。しかし全
国の緑風荘のファンや支援者によるプライベートファ
ンドの実施とファンド運営会社との連携により再建資
金確保の目途がつき、2016 年 5 月完成予定である。
これほど人々を魅了する座敷わらしはストーリーとい
うよりもはやドラマとなったといえる。土地に根付い
た物語は貴重な観光資源である。これからも会った人
を幸せにする座敷わらしは人々に夢を与える幸運のド
ラマを見させてくれる里として位置づけることも一考
である。
(3) 二戸市観光の課題
　第一に、前述したような観光入込客数の減少への対
応である。シティプロモーションを強化し、「漆」な
どを軸として、プロモートしていくことである。
　第二に、岩手県北の県庁所在地盛岡市と青森県南の
産業都市八戸市のほぼ中間に二戸市は位置している。
また二戸市には、東北新幹線の盛岡駅と八戸駅間に新
幹線の駅があり、東北自動車道のインターチェンジも
あるので、交通の便益に優れ地理的好位置にある。ま
た、二戸駅からは三陸海岸の久慈市や宮古市への直通
バスの路線があり、交通の要所としてのポテンシャル
があるにもかかわらず、二戸市及び近隣の住民以外特
に観光で訪れる人々にはそのことがほとんど知られて
いないのが現状である。二戸市の注目度を上げる戦略
が急務である。
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5. 三圏域連携協議会と観光への取組
(1) 三圏域連携協議会設立の経緯
（以下、本節の叙述は、渡部和文 [2014] に依拠してい
る。）
　青森県南、岩手県北及び秋田県北東部を含む北奥羽
地域は、古く藩政時代から同じ南部藩領として、長い
歴史を共有してきた。
　八戸市の周辺町村を含めた八戸圏域（八戸市・おい
らせ町・三戸町・五戸町・田子町・南部町・階上町・
新郷村　計 8 市町村）一帯では、一部事務組合や企
業団を設置し、消防・救急、ごみ処理、上水道等の事
務を共同処理してきたほか、新産業都市建設事業など
の当圏域内の広域的課題に対し、一体となって取り組
んできた。広域的課題への対応という流れが、歴史・
風土・文化面に高い共通性を持つ地域の中で「県境」
という行政的枠組みを越えた広がりを見せてきた。
　以上のような状況を背景に、八戸市では、県境を越
えた広域連携の施策を積極的かつ重層的に展開してき
た。昭和 43 年に、青森県南・岩手県北・秋田県北東
部の地域における総合的な開発発展を図るため、3 県
6 市 14 町 4 村の計 24 市町村からなる「北奥羽開発
促進協議会」を設立した。以後、45 年余りに渡って、
国をはじめとした関係機関に対する社会基盤整備等の
要望など、北奥羽地域の振興に係る各種活動を展開し
ている。
　この他、青森県・岩手県・宮城県にまたがる三陸沿
岸の市で構成する「三陸沿岸都市会議」、古くは鎌倉
時代まで遡る南部氏ゆかりの自治体（青森県 1 市 3 町、
岩手県 3 市、山梨県 2 町　計 9 市町）との文化的交
流を通じ相互振興を図る「平成・南部藩」など、さま
ざまな形での広域連携を進めてきた。
　こうした取り組みを積み重ねる中で、より具体的な
広域連携施策の実施に対する機運が高まってきたこと
を受けて設置されたのが「三圏域連携懇談会」（以下、
「懇談会」という）である。
　八戸圏域と岩手県北部に位置する久慈圏域（久慈市・
洋野町・野田村・普代村）、二戸圏域（二戸市・軽米
町・一戸町・九戸村）との間には、互いに隣接する圏
域として特に密接な関係が育まれてきた。さらに近年
は、車社会の進展、道路網の整備・充実、人口減少等
と相まって、通勤・通学・買物・医療等、住民の生活
行動は、それぞれの圏域内に留まらない広域的な結び
つきを強め続けている。
　これまで長い間培ってきた歴史的・文化的なつなが
りを大切にしつつ、互いの地域資源を活用し合い、広
域的視野からの地域振興を図るため、2006 年 7 月に
各圏域の中心である八戸市・久慈市・二戸市の市長、
及び各圏域を所管する青森県三八地域県民局長・岩手
県県北広域振興局長の 5 者で構成する「懇談会」が
設置された。
　懇談会では、「北緯 40°ナニャトヤラ連邦」という
愛称の下、共通の地域課題へ対応し、圏域全体の交流
促進と地域振興を図るため、各種連携事業が展開され
ている。
　組織体制としては、市長、局長による「懇談会」に
おいて、課題の整理、施策の方向性についての協議を
行い、意思決定がなされる。この協議結果を受け、3
市 2 局の各構成機関実務担当者からなる「総合調整
連絡会議」が連携事業に関する細部の調整を行う。さ
らに連携事業を担う実行部隊として、3 市 2 局の事業
担当部署が参加する「専門部会」を設置、個別事業の
企画立案と実施を担当している。専門部会体制は、概
ね 3 年を目途として統廃合・新設など再編成を行い、
2015 年度現在は、防災協力体制・産業経済活性化・
広域観光・森林資源活用・スポーツ文化交流の 5 つ
の専門部会が設置されている。
(2)2014 年度の懇談会の取組
　第一に、「3 市広報誌紙面交換事業」である。これは、
三市の広報誌面において、相互にそれぞれの魅力を紹
介しあう記事を掲載し、交流の促進を図る事業である。
第二に、「ふるさと納税連携 PR 事業」であり、三市
の出身者やゆかりのある住民が多く、来訪客の活発な
相互交流を見込んでそれぞれの「ふるさと納税」を互
いに PR し、相乗効果による地域活性化を図る事業で
ある。以上は事務局所掌事業であるが、この他、防災
協力体制専門部会による、「三圏域市町村相互応援協
定による応援要請訓練事業」、産業経済活性化部会に
よる「三圏域企業活動・連携支援事業」、森林資源活
用専門部会では「森林資源活用促進事業」、スポーツ
文化交流専門部会では、「三圏域パークゴルフ交流大
会」「三圏域郷土芸能交流祭」などが行われた。
(3) 三圏域懇談会の近年の観光への取組
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　懇談会では、「広域観光専門部会」を設置し、様々
な事業に取り組んでいる。2007 年度は観光モニター
ツアーや三圏域連携地域活性化講演会を開催した。
2008年度には旅行情報誌への三圏域観光情報の掲載、
秋・冬観光素材集CD制作、2009年度は三圏域観光ルー
トマップの作成、2010 年度から 2013 年度まで、「北
のコナモン博覧会」を 4 年連続で開催した。「北のコ
ナモン博覧会」とは、三圏域における粉食文化（八戸
のせんべい汁、久慈市のまめぶ、二戸地域のへっちょ
こ団子など）に着目し、地域独特の食文化を盛り上げ、
地域内での交流、また圏域外からの誘客を図るため、
粉もの料理を取り扱う飲食店・販売店等を巡るスタン
プラリーである。
　2014 年度には、「オリジナル PR 冊子」（昭文社の「こ
とりっぷ」とタイアップ：前述）を作成し、関係各所
に配架し、三圏域（観光）に係る認知度向上に努めた。
6. 三圏域観光振興への提言
(1) 提言
　観光という営みは越境を前提としており、越境地域
政策という視点あるいはその（研究）方法は有意義で
ある。
　観光は、主として観光資源・移動手段・受入体制・
情報発信などの要素から構成され、地域政策としては
これらを整備・充実させる必要がある。また、「受け
入れ側が主体となった観光プログラムの企画・実施が
必要」（安福恵美子・三宅淳子 [2014]、p.168 ）である。
　当地域における提言としては、第一に、現行の観光
資源のさらなるブラッシュアップの必要性である。特
に、三圏域における観光資源の結びつきを強めていく
必要がある。その時の一つの視点として、3 市の観光
資源の説明のように、「歴史」に注目することが必要
である。さらに独特の「食文化」もその紐帯となる。
　第二に、移動手段では地方鉄道が重要な役割を果た
している。さらに、鉄道そのものが、以下のような観
光資源を形成していることは特筆すべきことである
○三陸鉄道: イベント列車、震災学習列車などの試み
○ JR 八戸線の東北エモーション : レストラン列車、
予約は 2 名から (1 人の場合は 2 人分の料金を支払
う ) 受け付け、往路は本格フレンチを食すことがで
きる。復路はティータイムのため、デザートなどが
供される。
○青い森鉄道 : あおてつマルシェ、産直列車 ( 各駅の
　地元農家や商店の方々が産直販売隊として車内販
　売を行うもの ) の運行やそれを利用した各駅にお
　ける体験ツアー。
　このように、地方鉄道は観光に関して、積極的役割
を果たしているのであるが、経営状態が芳しくない（む
ろん自助努力による経営改善を行うことは必要であ
る）地方鉄道（を含む地域公共交通）の再生に対する
民間や公共の支援は欠かせない（なお、紙数の関係で
三陸鉄道の経営分析を行うことがかなわなかった。別
稿において行う予定である）。とりわけ、地方鉄道の
再生にとっては、二次交通の確保が大きな課題である。
　第三に、まちづくりと一体となった観光振興という
視点が重要であるといえる。というのも今後の観光は
「まち」そのものを「商品」とし、そこでの人々の生
活のありようを積極的に売り出していくことが必要だ
からである。
(2) 考察
　観光振興を考えるうえでは、前述したように、「シ
ティプロモーション」が重要である。一般的に、シ
ティプロモーションとは、「地域を持続的に発展させ
るために、地域の魅力を地域内外に効果的に訴求し、
それにより人材、物財、資金、情報などの資源を地
域内部で活用していくこと」と定義される（河井孝仁
[2009]）。繰り返しになるが「まち」そのものが観光
資源であるという視点、すなわち、「まち」の人、産業、
（食）文化に着目することである。観光振興のみならず、
現在進行中の「地方創生」においても重要な視点を提
供する。
　三圏域の活動においては、三圏域としての「シティ
プロモーション」を推進していく体制づくりと実践が
今後の課題である。
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